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(57)【要約】
【課題】クライアントに画像が正しく配信されているこ
とを検知し、配信された画像が欠落することなく表示さ
れることを可能とした医用画像読影システムを提供する
。
【解決手段】サーバがネットワークを介してクライアン
トに医用画像を配信する医用画像読影システムであって
、前記医用画像は前記サーバと前記クライアントとの間
で画像を同期するための付帯情報を含み、前記クライア
ントは、受信した前記医用画像の前記付帯情報に基づい
て、同期情報を前記サーバに送信し、前記サーバは、前
記クラアイアントから受信した前記同期情報に基づいて
、前記クライアントが受信した医用画像と前記サーバが
送信した医用画像との差分を検出し前記差分が所定以上
となったときに前記医用画像の配信を停止する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介してクライアントに医用画像を配信する映像送信手段を備えたサーバ
と、医用画像を受信する映像受信手段と、前記映像受信手段が出力した前記医用画像を表
示する表示部とを備えたクライアントで構成される医用画像読影システムであって、
　前記医用画像は前記サーバと前記クライアントとの間で画像を同期するための付帯情報
を含み、
　前記クライアントは、更に、前記映像受信手段が受信した前記医用画像の前記付帯情報
に基づいて、同期情報を前記サーバに送信する同期情報送信手段を備え、
　前記サーバは、前記クラアイアントから受信した前記同期情報に基づいて、前記クライ
アントが受信した医用画像と前記サーバが送信した医用画像との差分を検出する乖離検出
手段と、
　前記差分が所定以上となったことを前記乖離検出手段が検出したときに前記医用画像の
配信を停止し、その後、前記差分が所定以下となったことを前記乖離検出手段が検出した
ときに前記医用画像の配信を開始する動作停止・再開手段とを備えたことを特徴とする医
用画像読影システム。
【請求項２】
　前記クライアントは、更に、表示部と、前記差分が所定以上となったことを前記乖離検
出手段が検出したときに、前記乖離検出手段から通知を受け、前記差分が所定以上となっ
たことを前記表示部に表示させる乖離情報表示制御手段を備えたことを特徴とする請求項
１に記載の医用画像読影システム。
【請求項３】
　ネットワークを介してクライアントに医用画像を配信する映像送信手段を備えたサーバ
と、医用画像を受信し表示部に表示させる映像受信手段と、受信した画像を表示する表示
部とを備えたクライアントで構成される医用画像読影システムであって、
　前記医用画像は前記サーバと前記クライアントとの間で画像を同期するための付帯情報
を含み、
　前記サーバは、更に、前記クライアントに配信した医用画像に含まれる付帯情報を基に
前記クラアイアントから送信される同期情報を受信し、前記クライアントが受信した医用
画像と前記サーバが送信した医用画像との差分を検出する乖離検出手段を備え、
　前記クライアントは、更に、前記映像受信手段が受信した前記医用画像の前記付帯情報
に基づいて、同期情報を前記乖離検出手段に送信する同期情報送信手段と、
　前記差分が所定以上となったことを前記乖離検出手段が検出したときに、前記乖離検出
手段から通知を受け、前記差分が所定以上となったことを前記表示部に表示させる乖離情
報表示制御手段とを備えたことを特徴とする医用画像読影システム。
【請求項４】
　前記映像送信手段は、前記同期情報送信手段から受信していない前記同期情報に該当す
る前記医用画像を、再度クライアントへ送信することを特徴とする請求項１乃至請求項３
のいずれかに記載の医用画像読影システム。
【請求項５】
　前記映像送信手段は、更に、前記医用画像を圧縮する画質調整手段を備え、前記映像送
信手段が、圧縮した前記医用画像をクライアントに配信することを特徴とする請求項１乃
至請求項４のいずれかに記載の医用画像読影システム。
【請求項６】
　前記画質調整手段は、画像の解像度を下げる方法、又は、画像で使用されている色数を
減らす方法、又は、画像を構成するフレーム数を削減する方法のいずれかにより前記医用
画像を圧縮することを特徴とする請求項５に記載の医用画像読影システム。
【請求項７】
　映像送信手段は、クライアントに対して１画面に複数種類の医用画像を表示させるため
に、前記複数種類の医用画像を配信可能に構成されており、更に、前記医用画像内で保護
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する領域を保護領域として特定する保護領域特定手段と、
　前記医用画像から保護領域内の画像を保護領域画像として抽出し、前記医用画像を前記
保護領域画像と保護領域以外の範囲の画像とに分割する保護領域抽出手段とを備え、
　前記映像送信手段は、前記保護領域画像と前記保護領域以外の範囲の画像とを個別に送
信し、前記映像受信手段は、前記保護領域画像と前記保護領域以外の範囲の画像とを結合
することで前記医用画像を再現することを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれかに
記載の医用画像読影システム。
【請求項８】
　前記画質調整手段は、前記保護領域以外の範囲の画像を圧縮することを特徴とする請求
項７に記載の医用画像読影システム。
【請求項９】
　前記同期情報送信手段は、前記保護領域画像から前記付帯情報を抽出し、
　前記乖離検出手段は、前記保護領域画像から抽出した前記付帯情報と、前記同期情報送
信手段から受信した前記同期情報とを比較することを特徴とする請求項７又は請求項８の
いずれかに記載の医用画像読影システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｘ線コンピュータ断層撮影装置（ＣＴ：Computed Tomography）や磁気共鳴
イメージング装置（ＭＲＩ：Magnetic Resonance Imaging）などの医用画像撮影装置で撮
影された患者の画像を、ネットワークを介してユーザに参照させる医用画像診断において
誤診を防止するためのシステムであって、医用画像を参照するクライアントとしてシンク
ライアントを適用した医用画像読影システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医用画像撮影装置と、医用画像を保管するサーバと、医用画像を参照するクライアント
とがネットワークに接続され、ネットワークを介して医用画像を参照することが可能な医
用画像読影システムが利用されている。
【０００３】
　一方で、ネットワークを介してサーバに接続し作業する端末として、端末内にハードデ
ィスクなどの記憶装置を持たないシンクライアントが、管理コストを含むＴＣＯ（Total 
Cost of Ownership）の削減の観点や、アクセス制御によるセキュリティ向上の観点から
注目されてきている。
【０００４】
　医用画像読影システムにおいて、ネットワークを介して医用画像を参照する場合、ネッ
トワークの状態、つまり、通信状況によりクライアントの機能が影響を受ける場合があり
、シンクライアントは記憶装置を持たないという特徴から、この通信状況の影響が従来の
記憶装置を持つ端末を利用した場合に比べて顕著に表れる。
【０００５】
　この通信状況の影響を極力減らす方法が検討されており、例えば、画像サイズを縮小し
たり（特許文献１）、画像の色数を減らしたり（特許文献２）、その他にもフレームを間
引く、画像を圧縮するなどの方法により、ネットワークを流れるデータ量を減らし通信状
況の影響を緩和する方法が用いられてきた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２３５０５７公報
【特許文献２】特開２００４－８５２５公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　しかしながら、通信状況の影響を緩和することはできても完全に避けることはできない
。そのため、ネットワークの輻輳により、サーバが配信している画像の枚数（フレーム数
）の一部が欠落するなど正しく画像が表示されない、もしくは、サーバが配信した（クラ
イアントで表示されているべき）画像と、実際にクライアントで表示されている画像との
間に時間的なずれが発生するなどの影響が発生する可能性があるが、この影響を検知し解
消することができないため画像が正しく表示されず、さらに、この影響が発生しているこ
とを検出することもできないため、画像が正しく表示されていないことをユーザが認識で
きずに、誤診を招く恐れがあり医療の質を低下させる原因ともなり得る。なお、以降では
前記した時間的なずれ、もしくは、時間的なずれをフレーム数に換算したものを「乖離」
と呼ぶ。
【０００８】
　この発明は上記の問題を解決するものであり、通信状況の影響を緩和しつつ、クライア
ントに画像が正しく配信されていることを検知し、問題が発生している場合を操作者に通
知するとともに、配信された画像が欠落することなく表示されることを可能とした医用画
像読影システムの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、ネットワークを介してクライア
ントに医用画像を配信する映像送信手段を備えたサーバと、医用画像を受信する映像受信
手段と、前記映像受信手段が出力した前記医用画像を表示する表示部とを備えたクライア
ントで構成される医用画像読影システムであって、前記医用画像は前記サーバと前記クラ
イアントとの間で画像を同期するための付帯情報を含み、前記クライアントは、更に、前
記映像受信手段が受信した前記医用画像の前記付帯情報に基づいて、同期情報を前記サー
バに送信する同期情報送信手段を備え、前記サーバは、前記クラアイアントから受信した
前記同期情報に基づいて、前記クライアントが受信した医用画像と前記サーバが送信した
医用画像との差分を検出する乖離検出手段と、前記差分が所定以上となったことを前記乖
離検出手段が検出したときに前記医用画像の配信を停止し、その後、前記差分が所定以下
となったことを前記乖離検出手段が検出したときに前記医用画像の配信を開始する動作停
止・再開手段とを備えたことを特徴とする。
　また、請求項３に記載の発明は、ネットワークを介してクライアントに医用画像を配信
する映像送信手段を備えたサーバと、医用画像を受信し表示部に表示させる映像受信手段
と、受信した画像を表示する表示部とを備えたクライアントで構成される医用画像読影シ
ステムであって、前記医用画像は前記サーバと前記クライアントとの間で画像を同期する
ための付帯情報を含み、前記サーバは、更に、前記クライアントに配信した医用画像に含
まれる付帯情報を基に前記クラアイアントから送信される同期情報を受信し、前記クライ
アントが受信した医用画像と前記サーバが送信した医用画像との差分を検出する乖離検出
手段を備え、前記クライアントは、更に、前記映像受信手段が受信した前記医用画像の前
記付帯情報に基づいて、同期情報を前記乖離検出手段に送信する同期情報送信手段と、前
記差分が所定以上となったことを前記乖離検出手段が検出したときに、前記乖離検出手段
から通知を受け、前記差分が所定以上となったことを前記表示部に表示させる乖離情報表
示制御手段とを備えたことを特徴とする。
　また、請求項７に記載の発明は、請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の医用画像読
影システムであって、映像送信手段は、クライアントに対して１画面に複数種類の医用画
像を表示させるために、前記複数種類の医用画像を配信可能に構成されており、更に、前
記医用画像内で保護する領域を保護領域として特定する保護領域特定手段と、前記医用画
像から保護領域内の画像を保護領域画像として抽出し、前記医用画像を前記保護領域画像
と保護領域以外の範囲の画像とに分割する保護領域抽出手段とを備え、前記映像送信手段
は、前記保護領域画像と前記保護領域以外の範囲の画像とを個別に送信し、前記映像受信
手段は、前記保護領域画像と前記保護領域以外の範囲の画像とを結合することで前記医用
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画像を再現することを特徴とする。
　また、請求項８に記載の発明は、請求項７に記載の医用画像読影システムであって、前
記画質調整手段は、前記保護領域以外の範囲の画像を圧縮することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、クライアントは、サーバから送信された医用画像に含まれる付帯情報
をサーバに送信し、サーバは、クライアントから付帯情報を受信することで医用画像が正
しく送信されていることを確認するとともに、送信した医用画像の付帯情報と、クライア
ントから受信した付帯情報とを逐次比較することで、配信した医用画像と、クライアント
が受信した医用画像との時間的な差分から乖離を検出することが可能となる。これにより
、検出した乖離の発生をユーザに報知したり、医用画像の配信を停止することで乖離の拡
大を防止することが可能となる。
【００１１】
　更に、サーバが、配信する医用画像で保護する領域を保護領域画像として抽出し、保護
領域以外の画像のみ圧縮したうえで、保護領域画像と保護領域以外の画像とを個別に送信
し、クライアントが保護領域画像と保護領域以外の画像とを結合することで、保護領域画
像の画質を落とすことなく通信状況の影響を緩和することが可能となり、誤表示や情報の
欠落に伴う誤診の発生を防止することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施形態１に係る医用画像読影システムの機能ブロック図である。
【図２】複数のアプリケーションが生成した医用画像から１枚の画面を生成する仕組みを
説明するための図である。
【図３】保護領域画像と非保護領域画像に分類し送受信する仕組みを説明するための図で
ある。
【図４】保護領域画像と非保護領域画像に分類した画像をクライアントで結合し再生する
仕組みを説明するための図である。
【図５】サーバが配信した保護領域画像のフレーム数と、クライアントが受信したフレー
ム数に乖離が発生した状態を説明するための図である。
【図６】クライアントにメッセージを表示したときの表示画面の例である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　（実施形態１）
　以下、本発明の実施形態１に係る医用画像読影システムについて図１を参照しながら説
明する。本実施形態に係る医用画像読影システムは、医用画像を配信するサーバであるサ
ーバ１と、サーバから受信した医用画像を表示部に表示するクライアントであるクライア
ント５とがネットワークを介して接続されて構成される。
【００１４】
　前記サーバ１は、医用画像を生成するアプリケーションを実行するアプリケーション実
行部１０と、アプリケーション実行部１０が出力した１又は複数の医用画像を受け表示画
面として視認可能に配置する映像生成手段１１と、各医用画像をクライアント５に配信す
る映像送信手段１２と、乖離検出手段１３と、動作停止・再開手段１４と、制御部１５と
を有し、前記映像送信手段１２は、データ送信インタフェース１２０と、画質調整手段１
２１と、保護領域特定手段１２２と、保護領域抽出手段１２３とからなる。
【００１５】
　また、前記クライアント５は、操作部５０と、サーバから配信される医用画像のデータ
を受信する映像受信手段５１と、映像受信手段５１が受信した医用画像を受けて視認可能
に表示する表示部５２と、同期情報送信手段５３と、乖離情報表示制御手段５４とから構
成されている。
【００１６】
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　次に、前記各部（手段）の動作と各部（手段）間の信号もしくはデータの流れについて
、「サーバからの医用画像の配信」、「クライアントでの医用画像の表示」、「映像の乖
離の検出と制御」の３点の動作態様に分けて、動作態様ごとに説明する。
【００１７】
　（サーバからの医用画像の配信）
　まず、本実施形態に係る医用画像読影システムにおいて、サーバがクライアントに医用
画像（以降、この医用画像を「映像」と呼ぶ場合がある）を配信するまでの動作態様に関
する構成と動作について説明する。
【００１８】
　アプリケーション実行部１０は、複数種類の画像を生成するアプリケーションを有し、
後述する制御部１５からの指示に基づいて１又は複数種類の画像を生成する。
【００１９】
　映像生成手段１１は、アプリケーション実行部１０で実行された複数のアプリケーショ
ンが作成し出力した個々の医用画像を一画面で視認可能にするために、実行したアプリケ
ーションの数に応じて表示用の領域（以降、「表示ウィンドウ」と呼ぶ）を配置し、それ
ぞれのアプリケーションが作成した映像を各表示ウィンドウに表示させるように画面を生
成するための情報（以降、この情報を「画面構成情報」と呼ぶ）を生成する。
【００２０】
　例えば図２は、４つのアプリケーションを実行させ、各アプリケーションが出力した医
用画像をそれぞれ独立して表示させた画面を生成する場合の例である。このとき映像生成
手段１１は、アプリケーションＡｐｌ１～Ａｐｌ４のそれぞれが出力する医用画像Ｍ１～
Ｍ４を表示する領域として表示ウィンドウＷ１～Ｗ４を生成し、例えば、医用画像Ｍ１と
表示ウィンドウＷ１のように、医用画像Ｍ１～Ｍ４と表示ウィンドウＷ１～Ｗ４とをそれ
ぞれ対応付ける。なお、表示ウィンドウの数は特に限定されず、映像生成手段１１が所定
の条件（例えば、同時に実行するアプリケーションの数）に応じて変更しても良いし、操
作部からの操作を受けて変更できるようにしても良い。
【００２１】
　なお、以降は「フレーム」と記述した場合は医用画像を構成する各フレームを指すもの
とし、注釈なく単に「医用画像」と記述した場合は、アプリケーションごとに出力された
医用画像を指し、１から複数枚のフレームにより構成されるものとする。また、「一連の
医用画像」と記述した場合は、一画面を構成する複数の医用画像を総じて指すものとする
。
【００２２】
　映像送信手段１２は、少なくとも医用画像のデータを送信するためのデータ送信インタ
フェース１２０を有し、一連の医用画像をクライアント（後述する映像受信手段５１）に
送信する。
【００２３】
　更に、映像送信手段１２は、保護領域特定手段１２２と、保護領域抽出手段１２３と、
画質調整手段１２１を含むことにより、一連の医用画像を、保護対象とする医用画像、つ
まり、クライアント側で正しく受信・表示されているかを確認し画質の劣化やコマ落ちを
防止する対象となる医用画像（以降、「保護領域画像」と呼ぶ）と、保護対象としない医
用画像（以降、「非保護領域画像」と呼ぶ）とをアプリケーション単位で区別して送信す
ることで、通信状況の影響を緩和しつつ、保護領域画像の画質を劣化させることなく送信
することが可能となる。以下に、映像送信手段１２の構成要素について図３をあわせて参
照しながら説明する。図３は、一連の医用画像を保護領域画像と非保護領域画像に分類し
たうえで送信する仕組みを説明するための図である。
【００２４】
　保護領域特定手段１２２は、アプリケーション実行部１０で実行されたアプリケーショ
ンが作成し出力した個々の医用画像のうち、保護対象とする医用画像、つまり、クライア
ント側で正しく受信・表示されているかを確認し画質の劣化やコマ落ちを防止する医用画
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像を特定する（図３、Ｓ１）。保護対象とする医用画像は、保護領域特定手段１２２が、
例えば経験的によく使われている医用画像を、デフォルトとしてあらかじめ特定するよう
にしても良いし、操作インタフェースとして操作部５０を設け、操作部５０からの操作に
より指定できるようにしても良い。
【００２５】
　保護領域抽出手段１２３は、映像生成手段１１で作成した一連の医用画像から、保護領
域特定手段１２２で特定された保護対象とする医用画像を保護領域画像として抽出するこ
とで、一連の医用画像を表示ウィンドウごと（アプリケーションが出力した医用画像ごと
）に保護領域画像と非保護領域画像とに分類する。
【００２６】
　保護領域画像を構成する各フレームには、各フレームを正しい順序で表示するための一
連情報が付帯される。クライアントは、この一連情報をもとに保護領域画像の各フレーム
を表示する。これにより、クライアントが各フレームを表示する順序とは異なる順番で各
フレームのデータを受信した場合でも、正しい順序で各フレームを表示することが可能と
なる。そのため映像送信手段１２は、クライアントに配信する医用画像の各フレームを必
ずしも表示する順番に送信する必要はなくなる。なお、一連情報をもとに各フレームを表
示する仕組みは、一般的に動画配信等で使用されている技術を応用可能である。
【００２７】
　保護領域抽出手段１２３は、抽出した保護領域画像を後述するデータ送信インタフェー
ス１２０にクライアントへ送信させる。この際に、保護領域画像を構成する各フレームに
、各フレームをクライアントが正しく受信したことを確認するための識別情報を付帯し、
クライアントに返送させる（以降、クライアントがサーバに返送する識別情報を「同期情
報」と呼ぶ）。また、保護領域画像に付帯した識別情報を後述する乖離検出手段１３に通
知する。乖離検出手段１３は、この識別情報とクライアントから返送される同期情報とを
比較することで、識別情報に対応するフレームがクライアントで正しく受信されたことを
確認する（詳細は後述する）。なお、前述した一連情報を識別情報として代用する構成と
しても良い。
【００２８】
　また、保護領域抽出手段１２３は、非保護領域画像を後述する画質調整手段１２１にデ
ータを圧縮させたうえで、データ送信インタフェース１２０にクライアントへ送信させる
。なお、非保護領域画像を圧縮する必要がない場合は、画質調整手段１２１を介さず、デ
ータ送信インタフェース１２０に送信させる構成としても良い。
【００２９】
　画質調整手段１２１は、保護領域抽出手段１２３から非保護領域画像を受信し、データ
のサイズを削減するために受信した非保護領域画像を圧縮する（図３、Ｓ２Ｂ）。画像を
圧縮する方法としては、例えば、（jpeg等のように）データの形式を変更する、色数を減
らす、フレームを間引く等の、一般的に知られている技術を応用可能である。その後、画
質調整手段１２１は、圧縮した非保護領域画像をデータ送信インタフェース１２０にクラ
イアントへ送信させる。
【００３０】
　データ送信インタフェース１２０は、保護領域画像又は非保護領域画像を含む医用画像
をクライアント（後述する映像受信手段５１）に送信するための手段を有する。データ送
信インタフェース１２０は、データの送信方法として、データが送信・受信されているこ
とを確認することで信頼性を高めた通信方式（例えば、ＴＣＰ（Transmission Control P
rotocol））と、データが送信・受信されていることは確認しないが転送効率（データ比
率）を高めた通信方式（例えば、ＵＤＰ（User Datagram Protocol））とを用途により切
り換えて使用する。
【００３１】
　例えば、保護領域画像をクライアントに送信する場合は、信頼性を高めた通信方式を使
用し保護領域画像が正しく送信・受信されていることを確認する（図３、Ｓ２Ａ）。これ
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により、クライアントがデータを受信したことを確認が取れない場合に、該当する保護領
域画像のデータを再送するといった制御を行うことが可能となる。
【００３２】
　また、非保護領域画像のように、多少コマ落ちしても良い等、表示画像に高度な信頼性
を必要としない画像をクライアントに送信する場合は、転送効率を高めた通信方式を使用
することで、データサイズを小さくし通信状況の影響を緩和することが可能となる（図３
、Ｓ２Ｂ）。
【００３３】
　なお、データ送信インタフェース１２０は、信頼性を高めた通信方式による送信と転送
効率を高めた通信方式による送信とをアプリケーションが出力した医用画像単位で個別に
制御することが可能であり、これにより保護領域画像と非保護領域画像とを個々に独立し
た制御で送信することが可能となる。
【００３４】
　（クライアントでの医用画像の表示）
　次に、サーバ（データ送信インタフェース１２０）から送信される画像をクライアント
で表示する動作態様に関する構成と動作について説明する。
【００３５】
　映像受信手段５１は、データ送信インタフェース１２０から一連の医用画像を受信し、
一連の医用画像を構成するアプリケーションが出力した各医用画像を、あわせて受信した
画面構成情報をもとに配置することで画面を構成し、所定のフォーマットに従い表示部５
２に表示させる。画面を構成する際に、各医用画像は必ずしも同期している必要はなく、
各医用画像を構成するフレームが独立して表示されるように制御しても良い。
【００３６】
　データ送信インタフェース１２０が医用画像を保護領域画像と非保護領域画像とに分け
て送信する場合も同様に、受信した非保護領域画像と保護領域画像とを画面構成情報をも
とに配置し構成した画面を表示部５２に表示させる（図３、Ｓ３）。
【００３７】
　映像受信手段５１は、保護領域画像をコマ落ちなく正しく表示するために、保護領域画
像の各フレームに付帯された一連情報をもとに正しい順序で保護領域画像を再生・表示す
る。保護領域画像における特定のフレームのデータが受信できない場合、保護領域画像の
再生を一時停止し以降のフレームの表示を停止するようにしても良い。再生を一時停止し
た場合は、映像受信手段５１が受信できていなかったフレームのデータを受信した際に再
生を再開する構成としても良いし、受信できていなかったフレームのデータを受信した後
に、操作者の操作を受けて再生を再開するようにしても良い。
【００３８】
　保護領域画像の再生・表示について具体的に例をあげて説明する。映像受信手段５１が
、Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３の順に表示する保護領域画像のフレームを、Ｆ１、Ｆ３、Ｆ２の順に
受信したとする。映像受信手段５１はフレームＦ１を受信したとき、一連番号をもとに表
示順として正しいと判断できるため、受信したフレームＦ１を再生し表示部５２に表示さ
せる。次に、フレームＦ３を受信した場合、一連番号をもとに本来表示すべきフレームＦ
２とは異なるため、一度再生を停止しこの時点でフレームＦ３を表示させない。その後、
本来再生すべきフレームＦ２を受信したタイミングで、再生を再開しフレームＦ２を表示
部５２に表示させるとともに、フレームＦ２に次いで、既に受信したフレームＦ２の次に
表示すべきフレームＦ３を表示部５２に表示させる。本制御により、一連情報の順でフレ
ームが表示されるため、コマ落ちの発生を防止することが可能となる。
【００３９】
　また、映像受信手段５１は、非保護領域画像における特定のフレームのデータが受信で
きない場合、前回受信した最も新しい画像（フレーム）を表示部５２に表示させる。これ
は、単位時間あたりに表示されるフレーム数について、非保護領域画像のフレーム数が保
護領域画像のフレーム数より少ない場合に、非保護領域画像と保護領域画像とのフレーム
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数の差を補う場合も同様である。非保護領域画像と保護領域画像との単位時間あたりに表
示されるフレーム数の差を補う場合の動作について図４を用いて更に詳しく説明する。図
４は、保護領域画像と非保護領域画像に分類した各医用画像をクライアントで再生する仕
組みを説明するための図である。
【００４０】
　図４の例では、保護領域画像のフレーム数ｎに対し、非保護領域画像のフレーム数をｎ
／４とした場合、つまり、保護領域画像を４フレーム表示する間に非保護領域画像を１フ
レーム表示する場合の例である。
【００４１】
　図４の例では、フレームＦ１では保護領域画像のフレームＦＡ１と非保護領域画像のフ
レームＦＢ１とを結合し表示画面を生成する。フレームＦ２、Ｆ３、Ｆ４ではそれぞれ保
護領域画像のフレームをＦＡ２、ＦＡ３、ＦＡ４と順次更新していくが、その間、非保護
領域画像のフレームはフレームＦ１で表示したフレームＦＢ１で代用する。
【００４２】
　映像受信手段５１による保護領域画像及び非保護領域画像の再生・表示はアプリケーシ
ョンが出力した医用画像ごとに独立して制御しても良いし、アプリケーションが出力した
各医用画像を同期させるように制御しても良い。例えば、非保護領域画像の再生・表示を
保護領域画像の再生・表示に連動させ、保護領域画像を停止した場合はあわせて非保護領
域画像を停止させるように制御しても良い。
【００４３】
　図４を例に説明すると、例えば、フレームＦ５を表示する際に保護領域画像のフレーム
ＦＡ５を受信できなかった場合、保護領域画像の再生・表示を一時停止するが、非保護領
域画像のフレームＦＢ５を受信できなかった場合は、非保護領域画像の再生・表示を保護
領域画像と同様に停止しても良いし、停止せずに前回受信した最新のフレームであるフレ
ームＦＢ１で代用するようにしても良い。
【００４４】
　なお、図４の例では、動作内容を説明するために保護領域画像と非保護領域画像とが同
期して動作している場合を例として説明しているが、表示ウィンドウに表示される各医用
画像を必ずしも同期して動作させる必要はなく、保護領域画像と非保護領域画像とを連動
させる等の同期した動作が前提となっている場合を除き、アプリケーションが出力した医
用画像の単位で独立して動作させることも可能である。
【００４５】
　また、映像受信手段５１は、既に受信したフレームを再度受信した場合、例えば、クラ
イアントが保護領域画像の一部のフレームを受信したことをサーバに通知したにも関わら
ず、サーバが確認できず再度対応する保護領域画像のフレームを送信した場合、再度受信
したフレームを破棄することで重複して表示させることを避ける構成としても良いし、再
度受信したフレームを表示部５２に再度表示させる構成としても良い。
【００４６】
　（映像の乖離の検出と制御）
　次に、クライアントで保護領域画像を正しく受信したことを確認し、サーバが配信した
画像とクライアントが受信した画像の乖離を検出したうえで、検出した乖離をもとに医用
画像の配信を制御する動作対象に関する構成と動作について説明する。
【００４７】
　同期情報送信手段５３は、サーバから受信した保護領域画像の各フレームから識別情報
を抽出し、抽出した識別情報をサーバ（後述する乖離検出手段１３）に同期情報として送
信する。この時、各フレームの順序を意識せずに識別情報を抽出し同期情報としてサーバ
に送信する構成としても良いし、保護領域画像の各フレームに付帯された一連情報をもと
に識別情報を同期情報としてフレームの並び順にサーバに送信する構成としても良い。
【００４８】
　乖離検出手段１３は、同期情報送信手段５３から同期情報を受信することで、該同期情
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報として送信された識別情報が付帯されていたフレームがクライアントで正しく受信され
たことを確認する。
【００４９】
　また、乖離検出手段１３は、同期情報送信手段５３から受信した同期情報の一覧と、保
護領域抽出手段１２３から取得した送信前の保護領域画像のフレームに付帯した識別情報
の一覧とを比較することで、クライアントに配信したフレームのうち、クライアントで受
信が確認されていないフレームを特定する。これにより乖離検出手段１３は、配信した保
護領域画像のフレームのうちどのフレームまでがクライアントで受信され再生されたかを
認識することが可能となる。
【００５０】
　更に、保護領域抽出手段１２３から識別情報とあわせて同じフレームに付帯された一連
情報を受信し、一連情報の順に受信が確認されていない同期情報を特定することで、配信
されたフレーム数と受信が確認されたフレーム数の乖離を検出することが可能となり、更
に、フレーム数として検出された乖離と、秒間に再生されるフレーム数の情報をもとに時
間的乖離を算出することも可能である。
【００５１】
　フレーム数の乖離について、図５を参照しながら具体的に説明する。図５は、サーバが
配信した保護領域画像のフレーム数と、クライアントが受信したフレーム数に乖離が発生
した状態を説明するための図である。
【００５２】
　図５の（ａ）は、特定のフレーム数以降のフレームがクライアントで受信されたことを
サーバが確認できていない状態を示している。サーバはｍ＋ｋ枚のフレームをクライアン
トに配信しているが、クライアントではｍ枚目のフレームまでしか受信されていない。こ
のとき、サーバが配信し保護領域画像のフレーム数と、クライアントが受信したフレーム
数には、ｋ枚のフレームの乖離が発生しており、秒間ｊ枚のフレームを表示する場合、時
間的乖離はｋ／ｊ秒となる。
【００５３】
　また、図５の（ｂ）のように、特定のフレームのみがクライアントで受信されたことを
サーバが確認できていない場合は、同期情報送信手段５３が同期情報を送信する際の構成
により、乖離の有無の判断を以下に示すように切り替えると良い。
【００５４】
　同期情報送信手段５３が、受信した各フレームの順序を意識せずに識別情報を抽出し同
期情報としてサーバ（乖離検出手段１３）に送信する構成の場合、乖離検出手段１３は、
同期情報送信手段５３から同期情報を受信できていないフレームに関して、クライアント
が該フレームを受信できていることを確認することができない。そのため、映像受信手段
５１は、一連情報をもとに保護領域画像の各フレームを正しい順番で再生・表示するため
、乖離検出手段１３は、同期情報送信手段５３から同期情報を受信できていないフレーム
以降のフレームに関して、クライアントで正しく再生・表示されていないとみなし乖離が
発生していると判断することが望ましい。
【００５５】
　例えば図５の（ｂ）のようにフレームｍ＋１の同期情報を受信できていない状況におい
て、乖離検出手段１３は、フレームｍ＋１をクライアントが受信したことを確認できない
ため、クライアントでフレームｍ＋１以降のフレームが再生・表示されず、ｋフレームの
乖離が発生していると判断する。
【００５６】
　同期情報送信手段５３が、受信した各フレームに付帯された識別情報を抽出し一連情報
をもとに同期情報としてフレームの並び順にサーバ（乖離検出手段１３）に送信する構成
の場合、乖離検出手段１３は、同期情報送信手段５３から同期情報を受信できていないフ
レームに関して、クライアントが該フレームを受信できていることを直接確認することは
できないが、以降のフレームの同期情報を受信することで、同期情報を受信できていない
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フレームについてもクライアントで正しく受信されたとみなすことが可能となる。この場
合、乖離検出手段１３は、同期情報を受信できていないフレームに関しても、以降に同期
情報を受信したフレームと同様にクライアントで正しく再生・表示されたものとみなし、
乖離が発生していないと判断することが可能となる。
【００５７】
　例えば図５の（ｂ）のようにフレームｍ＋１の同期情報を受信できていない状況におい
て、乖離検出手段１３は、フレームｍ＋１をクライアントが受信したことを直接確認する
ことはできないが、フレームｍ＋２以降の同期情報を受信できていることから、フレーム
ｍ＋１をクライアントが受信したとみなし、乖離は発生していないと判断する。
【００５８】
　乖離検出手段１３は、検出した乖離が所定以上となった場合に、クライアント（後述す
る乖離情報表示制御手段５４）に所定以上の乖離が発生していることを通知する。乖離の
判断はフレームの枚数をもとに行っても良いし、単位時間あたりに表示されるフレーム数
をもとに時間に換算して判断しても良い（以降、この時間に換算した乖離を「時間的乖離
」と呼ぶ）。例えば、時間的乖離が１秒以上となったことを検知した場合に、乖離が１秒
以上となったことを乖離情報表示制御手段５４に通知する。
【００５９】
　また、乖離検出手段１３は、検出した乖離が所定以上となった場合、又は、乖離が所定
以上となった後に所定以下となった場合に、後述する動作停止・再開手段１４に通知する
。
【００６０】
　また、乖離検出手段１３に計時手段（図示しない）を備え、検出した乖離が所定以上と
なった後、もしくは、所定以下となった後に、所定の時間（例えば１分間）が経過した場
合に、乖離が所定以上もしくは所定以上となったことを検出後にさらに所定時間が経過し
たことを、後述する動作停止・再開手段１４に通知する構成としても良い。
【００６１】
　乖離情報表示制御手段５４は、乖離が所定以上となった場合に乖離検出手段１３から通
知を受け、どの程度の乖離が発生しているかを含めた通知情報を表示部５２に表示させる
。図６は、通知情報を画面にメッセージとして表示した場合の表示例である。
【００６２】
　また、同期情報送信手段５３が同期情報を乖離検出手段１３に送信してから、あらかじ
め設定された時間が経過しても応答が無い場合、サーバとクライアントとの間で通信が不
可能な状態であると判断し、通信が不可能であることを通知情報として表示部５２に表示
させる。応答の有無の判断については、例えばＴＣＰのような通信方式を使用することで
確認することが可能である。
【００６３】
　表示部５２は、表示インタフェースであり、映像受信手段５１から所定のフォーマット
に加工された医用画像を受信し表示する。また、乖離情報表示制御手段５４から受信した
通知情報を表示する。
【００６４】
　動作停止・再開手段１４は、乖離検出手段１３からの通知を受けて、制御部１５に医用
画像の配信もしくは再生、又は、配信及び再生の双方を制御させる。例えば、乖離検出手
段１３から検出した乖離が所定以上となった旨の通知を受けた場合は、乖離の拡大を避け
るため、制御部１５に医用画像の配信を停止させるようにすると良い。また、このときに
あわせて医用画像の再生を停止させても良い。
【００６５】
　更に、医用画像の配信を停止後に、乖離検出手段１３から検出した乖離が所定以下とな
った旨の通知を受けた場合は、制御部１５に医用画像の配信を再開させるようにすると良
く、再生を停止させている場合はあわせて再開させるようにしても良い。
【００６６】
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　また、動作停止・再開手段１４は、乖離検出手段１３からの通知を受けて、制御部１５
に配信した医用画像（フレーム）の一部もしくは全部を再送させるようにしても良い。例
えば、乖離検出手段１３から検出した乖離が所定以上となった旨の通知を受けた場合、も
しくは、医用画像の配信を停止後に、乖離検出手段１３から乖離が所定以上となったこと
を検出後に所定時間が経過した旨の通知を受けた場合に、乖離検出手段１３から再送の対
象となる医用画像（フレーム）、つまり、クライアントで受信されたことの確認が取れて
いない医用画像（フレーム）を特定する情報（例えば、一連情報や同期情報）を受け、制
御部１５に再送の対象となる医用画像（フレーム）を再送させるようにすると良い。
【００６７】
　制御部１５は、医用画像を作成もしくは再生する等、アプリケーション実行部１０を制
御することでクライアントに配信する医用画像を出力するアプリケーションの実行（起動
や停止）を制御し、アプリケーション実行部１０にアプリケーションが出力したデータ（
医用画像）を映像生成手段１１又は映像送信手段１２に出力させる。アプリケーションの
実行の制御はＯＳ（Operating System）の機能を利用しても良いし、実行するアプリケー
ションに外部（制御部１５）からの指示を受けて起動・停止する機能を持たせる構成とし
ても良い。
【００６８】
　また、制御部１５は、映像生成手段１１又は映像送信手段１２の各機能の動作を制御す
る。例えば、動作停止・再開手段１４から医用画像の配信の停止が指示された場合、映像
送信手段１２を制御しクライアント（映像受信手段５１）への医用画像の配信を停止する
。この時、あわせて医用画像の再生を停止（アプリケーションを停止）するようにしても
良い。医用画像の配信の再開が指示された場合は、映像送信手段１２を制御しクライアン
ト（映像受信手段５１）への医用画像の配信を再開する。
【００６９】
　また、動作停止・再開手段１４から、医用画像の再送が指示された場合、動作停止・再
開手段１４から、再送の対象となるフレームを特定する情報（例えば、一連情報や同期情
報）を取得し、再送するフレームを特定したうえで、映像送信手段１２を制御し該フレー
ムを再送する。この時、必要に応じて、アプリケーションを起動もしくは再起動すること
で、該当するフレームを再度再生する構成としても良い。
【００７０】
　以上により、サーバは、医用画像の各フレームに識別情報を付帯してクライアントに送
信し、クライアントに識別情報を同期情報として返送させ、クライアントから受信した同
期情報と、クライアントに配信したフレームに付帯された識別情報とを比較することで、
クライアントがフレームを正しく受信していることをサーバ側で確認することが可能とな
る。
【００７１】
　また、クライアントから受信した同期情報と、クライアントに配信したフレームに付帯
された識別情報とを逐次比較することで、サーバが配信した医用画像とクライアントが受
信した医用画像との乖離を検出することが可能となる。
【００７２】
　これらの効果により、例えば、サーバが配信した医用画像とクライアントが受信した医
用画像との乖離を検出し、医用画像の配信を停止することで乖離の拡大を防止することが
可能となり、さらに、配信を停止しても乖離が解消されない場合は医用画像を再送するこ
とで、確実にクライアントで医用画像をコマ落ちすることなく表示することが可能となる
、誤診の発生を防止することが可能となる。
【００７３】
　さらに、サーバから配信する医用画像を保護領域画像と非保護領域画像とに分類し画面
構成情報とあわせてクライアントに送信し、クライアントで画面構成情報をもとに受信し
た保護領域画像と非保護領域画像と配置して画面を生成することで、保護領域画像（診断
に使用する画像）を圧縮させず（画質を劣化させず）に送信しつつ、非保護領域画像（診
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断に使用していない画像）を圧縮して送信することでデータ量を削減することが可能とな
り、通信状況の影響を緩和することが可能となる。
【符号の説明】
【００７４】
　１０　アプリケーション実行部　　１１　映像生成手段　　１２　映像送信手段
　１３　乖離検出手段　　１４　動作停止・再開手段　　１５　制御部
　５０　操作部　　５１　映像受信手段　　５２　表示部
　５３　同期情報送信手段　　５４　乖離情報表示制御手段
　１２０　データ送信インタフェース　　１２１　画質調整手段
　１２２　保護領域特定手段　　１２３　保護領域抽出手段

【図１】 【図５】
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